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平成16年（2004年）

ま
た
、
食
物
繊
維
も
多
く
含
み
、

便
秘
解
消
に
も
効
果
的
で
す
。
ほ

か
に
も
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
カ
リ

ウ
ム
な
ど
、
体
の
調
子
を
整
え
て

く
れ
る
成
分
を
多
く
含
み
、
血
糖

値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き

な
ど
が
あ
る
健
康
野
菜
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
校
生
の
普
及
大
作
戦

平
成
十
三
年
春
、
平
塚
農
業
高

校
で
ヤ
ー
コ
ン
の
普
及
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。以
来
、農
家
へ
の
栽

培
普
及
活
動
、
企
業
へ
の
商
品
化

の
働
き
か
け
、
消
費
者
へ
の
P
R

な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
の

春
に
は
市
内
で
減
反
農
地
の
転
作

物
と
し
て
ヤ
ー
コ
ン
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。「
農
家
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
高
校
生
の
思
い
は
、
今
、

大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

■
朝
市
＆
フ
ェ
ア
で
ど
う
ぞ

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
十
一
月

二
十
一
日
／
総
合
公
園
）と
湘
南
ヤ

ー
コ
ン
フ
ェ
ア（
十
一
月
二
十
六
日

〜
二
十
八
日
／
市
民
プ
ラ
ザ
）
で

ヤ
ー
コ
ン
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
（
詳
細
は

ニ
面
）。

【
二
面
に
続
く
】

■
長
寿
を
誇
る
ア
ン
デ
ス
産

ヤ
ー
コ
ン
の
原
産
地
、
南
米
ア

ン
デ
ス
地
方
は
世
界
で
も
有
数
の

長
寿
の
地
で
す
。
そ
の
地
方
で
古

代
か
ら
食
さ
れ
て
き
た
ヤ
ー
コ
ン

は
健
康
に
良
い
と
さ
れ
る
成
分
を

豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
の

含
有
量
は
野
菜
の
中
で
世
界
一
と

い
わ
れ
、
腸
内
を
き
れ
い
に
保
つ

作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「ヤーコンを特別な野菜から普通の野菜に」。三年前
に普及活動をはじめた先輩たちの熱意を胸に、ヤーコ
ンの研究に取り組んでいます。まだまだ知られていな
い野菜ですが、小学校の給食に取り入れてもらえるな
ど、徐々に普及してきました。農家の方が「ヤーコン
を育てて良かった」「毎日のように食べて健康になっ
たみたい」と言ってくれるのがうれしいです。今は、
大人と一緒の会議に参加し、商品化の研究もしていま
す。もっと多くの人に知ってもらい、ヤーコンと言え
ば平塚。そう言われるようにしたいですね。

南
米
ア
ン
デ
ス
高
原
原
産
の
根
菜
「
ヤ
ー
コ
ン
」。
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ

糖
や
食
物
繊
維
の
含
有
量
が
多
く
、健
康
へ
の
様
々
な
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
奇
跡
の
野
菜
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
塚
農
業
高
校
で
は
、「
高
齢
化
が
進
む
平
塚
の
農
業
活
性
化
に
一
役

買
い
た
い
」と
三
年
前
か
ら
こ
の
ヤ
ー
コ
ン
の
普
及
と
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
、
そ
の
熱
心
な
活
動
に
多
く
の
人
が
共
感
し
、
市
内

で
ヤ
ー
コ
ン
商
品
の
開
発
や
さ
ら
な
る
普
及
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
政
策
課（
1
35
ー
８
１
０
１
）

■材料（4人分）
●ヤーコン 中2本
●にんじん 75ｇ
●ごま油 大さじ１
●酒 大さじ１
●みりん 大さじ１
●しょうゆ 大さじ２
●砂糖 大さじ２

●とうがらし 適量
●ごま 適量

シャキシャキっとした歯ごたえが格別

ヤーコンキンピラ
簡単

おすすめ
レシピ

■作り方
①ヤーコンは皮をむき、水にさらして灰汁

あ く
を抜く。

②ヤーコンとにんじんを千切りにする。
③水気をしっかりとった後、ごま油を熱したフラ
イパンに入れてにんじん→ヤーコンの順で炒

いた
め

る（ヤーコンは炒めすぎるとやわらかく張りが
なくなってしまうので、サッと炒めます）。
④この中に、酒→砂糖→しょうゆ→みりんの順に
入れ、炒める（調味料の分量はお好みで調整を）。
⑤最後にお好みの量のとうがらしとごまを振りか
けて、できあがり。

ヤーコンを普通の野菜に。

平塚農業高校食品科学研究班のみなさん

a

これがヤーコンです。
5月ころ植え付け、
葉が枯れる11月こ
ろ収穫。地下部に
はサツマイモのよ
うな形をした塊

かい

根
こん

が1株あたり10～
20個できます。

＜写真左から＞川原真貴さん、神山美由紀さん、川原真由さん、
本田貴子さん、小林千恵さん

十
分
程
度
、
水
に
さ
ら

し
て
灰
汁
抜
き
を
す
る

ポリフェノール 

203mg 
赤ワインと同等赤ワインと同等 

食物繊維 

2,600mg 
さつまいものさつまいもの2倍 

フラクトオリゴ糖 

8,000mg 
大豆の大豆の2倍 

ポリフェノール 

203mg 
■ a赤ワインと同等 

食物繊維 

2,600mg 
■ aさつまいもの2倍 

フラクトオリゴ糖 

8,000mg 
■ a大豆の2倍 

整腸 
作用 

便秘 
解消 

血液 
さらさら 

※数値はヤーコン100ｇあたりの含有量です。 ※数値はヤーコン100ｇあたりの含有量です。 

 

農
業
高
校
か
ら
、
ま
ち
へ
広
が
る
ヤ
ー
コ
ン
旋
風 



人気のヤーコン商品です。

平成16年11月15日　２
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

市民委員会で33項目に分類

「ごみのないきれいなまち ひらつか」の実現に向け、まちぐるみ大清掃を
実施します。自宅の周りや、公園などの公共の場所をきれいにしましょう。
u日時 11月28日（日）午前8時～正午　※荒天の場合は12月5日（日）に延期
★実施・延期などの情報は、午前7時から7時15分までの間、FM湘南ナパサ
（78.3MHz）でお知らせします。

□問 まちづくり政策室（121－9618）

"自治基本条例を考える市民委員会"では、条例
に盛り込みたい内容を研究し、33項目に分類しま
した。その主な内容を紹介します。
☆ 総体的・原則的なこと

平塚市の将来像、平塚らしさ、自治の基本原則、
分権・自治の確立と地域の自立、用語の定義、条例の運用と見直しなど

☆ 自治にかかわる主体
市民の定義・権利・責務、事業者の社会的責務、市長や職員の役割と

責務、議会や議員の役割など
☆ 自治の仕組みや具体的な事項

情報公開と共有、個人情報の取り扱い、地域コミュニティ組織、参加の
仕組みと協働、住民投票、平和都市、住環境整備、安心安全のまちづくり、
福祉のまちづくり、人権尊重など
詳しくは市のホームページや、公民館などにある「自治基本条例情報フ

ァイル」をご覧ください。みなさんのご意見をお待ちしています。
■ 

市民グループのみなさんが開く会議などに市長が出席します。市長と

一緒に福祉、環境、教育など、まちづくりについて意見交換しませんか。

u日時 ①1月18日（火）午後1時30分～4時30分

②1月24日（月）午後1時30分～4時30分

③2月 9日（水）午後1時30分～4時30分

④2月17日（木）午後1時30分～4時30分

・会場は、市民グループで用意してください

・政治、宗教、営利を目的とした催しや集会は対象外です

・参加人数は、30人程度でお願いします

・各日1グループ（計4グループ・抽選）

お申し込みは、12月9日（木）までに、公民館や市役所1階案内窓口な

どにある申込書を、郵送またはファクスでまちづくり政策室（〒254－86

86 浅間町9－1・60120－704589・121－9618）へ。

※左の時間のうち

2時間以内

高
校
生
の
ヤ
ー
コ
ン
普
及
活
動
の
熱
意
は
、
多
く
の
大
人

の
心
を
動
か
し
ま
し
た
。
今
年
に
な
り
、
栽
培
す
る
農
家
が

増
え
た
り
、
様
々
な
も
の
に
商
品
化
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

高
校
生
か
ら
発
信
さ
れ
た
「
ヤ
ー
コ
ン
パ
ワ
ー
」
が
今
、
平

塚
の
ま
ち
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

特　集

農
業
高
校
の
生
徒
の
熱
心
な

活
動
に
共
感
し
て
、
地
元
の
企

業
や
市
民
団
体
な
ど
様
々
な
業

種
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
メ

ン
バ
ー
に「
ヤ
ー
コ
ン
応
援
団
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
高
校
生
の

活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
メ

ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
が
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、活

動
し
て
い
ま
す
。わ
た
し
は
、市

場
で
生
産
者
と
か
か
わ
り
が
あ

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
生

産
者
の
中
に
は
農
業
高
校
出
身

の
方
が
多
く
、
後
輩
が
や
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
応
援
し
よ
う

で
は
な
い
か
と
協
力
的
に
ヤ
ー

ヤーコンは、片岡にあるJA湘南・湘南そだち直売セ
ンター（地図①、158ー4424、数に限りがありますので
お問い合わせを）で販売しているほか、次のイベントで
も販売します。どうぞ、お出掛けください。
■ふれあいマーケット（朝市）
毎月第3日曜日に開催している朝市にヤーコンが登場。

ヤーコン関連商品も販売します。
u日時 11月21日（日）午前7時～8時30分、小雨決行
（当日の開催有無の確認は午前6時から市役所123－11
11へお問い合わせください）

u会場 総合公園南駐車場（地図②）
■湘南ヤーコンフェア
ヤーコンにまつわる品々が一堂に会します。ヤーコン

やヤーコン関連商品の販売、料理の試食、ヤーコン紙を
使った絵手紙の展示、普及活動のパネル展示などをお楽
しみください。
u日時 11月26日（金）午後1時～6時30分

11月27日（土）午前10時～午後6時30分
11月28日（日）午前10時～午後5時
※26日は展示のみ、販売はありません。

u会場 市民プラザ（地図③）

◆問い合わせ先　産業政策課（135ー8101）

湘南ヤーコンイメージキャラクター「やぁこ」s

コ
ン
の
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

ヤ
ー
コ
ン
は
以
前
か
ら
時
期

に
な
る
と
市
場
で
見
か
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
流
通
性
が

低
く
、
数
が
少
な
い
も
の
で
し

た
。
こ
こ
に
来
て
、
マ
ス
コ
ミ

で
効
能
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
ま
た
、
健
康
ブ
ー
ム

に
も
の
り
、
ヤ
ー
コ
ン
の
知
識

が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ

は
だ
い
ぶ
進
ん
で
き
て
い
ま
す

の
で
、
今
度
は
そ
れ
に
、
生
産

を
追
い
つ
か
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ー
コ
ン
は
全
国
的
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
け
ど
、
平
塚
の

場
合
は
高
校
生
に
始
ま
り
、
地

域
全
体
で
普
及
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
い
い
と
こ
ろ
で

す
。
い
ず
れ
は
、
ヤ
ー
コ
ン
が

安
定
供
給
で
き
、
地
域
の
名
産

品
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
翌
年
に
は
苗
を
一
千

株
に
増
や
し
、
農
家
や
学
校
な

ど
に
配
布
し
、
認
知
度
を
さ
ら

に
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
が
普
及
活
動
を

始
め
て
三
年
。
今
年
は
、
市
内

で
ヤ
ー
コ
ン
を
作
る
農
家
が
飛

躍
的
に
増
え
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
栽
培
の
容
易
さ
か
ら
家

庭
菜
園
で
個
人
的
に
栽
培
す
る

人
も
増
え
て
い
ま
す
。

■
多
彩
な
料
理
方
法
を
研
究

ヤ
ー
コ
ン
は
、
昭
和
六
十
年

に
ペ
ル
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
経
由
し
、
日
本
に
伝
わ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
は

進
ま
ず
、
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ

と
同
様
に
蒸
し
て
調
理
し
、
素

材
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
な
ど
の
た
め
、
広
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
（
ヤ
ー
コ
ン
は
水

分
と
糖
分
を
多
く
含
む
た
め
、

蒸
し
料
理
に
は
向
き
ま
せ
ん
）。

最
近
は
、
研
究
が
進
み
、
様

々
な
食
べ
方
で
楽
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
平
塚
農
業
高
校
で
も
調

理
方
法
を
研
究
し
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
な
ど
で
レ
シ
ピ
を
配
布
し

■
始
ま
り
は
十
七
株

平
成
十
三
年
春
、
わ
ず
か
十

七
株
の
ヤ
ー
コ
ン
が
平
塚
農
業

高
校
で
試
験
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
の
冬
、
高
校
生
た
ち
は
、

農
家
の
方
を
対
象
に
ヤ
ー
コ
ン

の
栽
培
方
法
の
勉
強
会
を
開
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
農
家
の
方
が

集
ま
る
場
所
で
ヤ
ー
コ
ン
料
理

の
試
食
会
を
開
く
な
ど
、
普
及

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
炒い

た

め
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
の
料
理
や
、

ま
ん
じ
ゅ
う
や
ケ
ー
キ
な
ど
の

お
菓
子
の
調
理
方
法
が
数
多
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
広
が
る
ヤ
ー
コ
ン
の
世
界

ヤ
ー
コ
ン
の
茎
か
ら
繊
維
を

取
り
出
し
て
作
ら
れ
た
紙
。
和
・

洋
・
中
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
た
ホ
テ
ル
の
料
理
フ

ェ
ア
。
さ
ら
に
、
湘
南
ヤ
ー
コ

ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
ぁ
こ
」の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
開

発
な
ど
、
ヤ
ー
コ
ン
は
そ
の
普

及
を
応
援
す
る
み
な
さ
ん
の
手

で
様
々
な
分
野
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

「湘南ヤーコン応援団」団長

府川良孝さん

高校生の普及活動
をきっかけに、今
年6月に発足した
「湘南ヤーコン応
援団」。その団長
を務める府川良孝
さんにお話を聞き
ました。

市内の様々なイベント会場で農業高校の生徒がヤーコンをPR

糖尿病の方にも食べていただきたいと考え
た低カロリーの和菓子です。地元産のヤーコ
ンを甘く煮込んで包みあげました。

湘南地域で栽培されたヤ
ーコンの葉を厳選し、独自
の製法でおいしく仕上げて
います。血液がさらさらに
なるといわれているナトリ
ウム成分が100ｇあたり7mg
含まれています。

ヤーコンを30%使用し、
まろやかですっきりした
癖のない味に仕上げた焼
酎です。アルコール度は
25％。つや消しの黒いび
んが高級感を醸し出して
います。

1個136円
ちぐさ本舗
（131ー1481）

1缶185 、120円
片倉商事
（131ー1121）

1本720 、1,680円
平塚酒販協同組合
（134ー1120）

（価格はすべて税込み）

ヤーコンはこちらでどうぞ。

力を合わせて平塚をきれいにしよう

11月28日日○ まちぐるみ大清掃
◇問い合わせ先　環境政策課（内線2238）

農
家
、商
店
、企
業
。
そ
し
て
、食
卓
へ
。

ま
ち
を
動
か
す
ヤ
ー
コ
ン
パ
ワ
ー



よ
み
が
え
れ
里
山
・
市
民
と
大
学
生
の

里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
み
が
え
れ
里
山
・
市
民
と
大
学
生
の

里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３ 広報ひらつか　第779号（1日・15日発行） 暮らしと話題
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

問□ 児童福祉課（121―9612）

事業所得や不動産所得がある方を対象に、「青色申告の決算の仕方」「消
費税のあらまし」「税制改正のあらまし」「申告書作成上の留意点」につい
ての説明会を開催します。※会場はひらつかスカイプラザ（ＭＮビル11階）
①事業所得者向け……12月 6 日（月）午後1時30分～4時
②不動産所得者向け…12月10日（金）午後1時30分～4時

事業所得や不動産所得がある方へ

青色決算と消費税の説明会を開催します
◇問い合わせ先　市民税課（121－8766）

レポーター
田中秀子さん
（市政モニター）

「そのとき」に備える

日
本
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
二
十
三
号
が
接
近
し
つ
つ

あ
る
日
の
午
後
、
ひ
ら
つ
か
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
、
渡
辺

豪
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ひ
ら
つ
か
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

効
率
良
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
学

習
を
し
た
り
、
被
災
地
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
で
き
る
よ
う
人
材

を
育
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
七
月
に
は
、
豪
雨
で
被
災

し
た
新
潟
県
三
条
市
に
赴
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
た
ほ

か
、
日
々
の
活
動
の
中
で
、
障
害

者
の
方
と
一
緒
に
災
害
対
応
訓
練

も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
障
害

者
の
方
た
ち
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ

る
ん
で
す
よ
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
す
さ
ま
じ
さ
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
渡
辺
さ
ん
は
、

「
災
害
は
、
明
日
は
我
が
身
。
他
人

事
と
思
わ
ず
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
強
く
持
っ
て
対
策
を
と
る

努
力
を
す
れ
ば
、
災
害
に
は
な
ら

な
い
は
ず
」
と
、
防
災
の
重
要
性

を
真
剣
に
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
「
相
手
の
顔
が
見
え
る

形
で
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
と
資
金
づ
く
り
」
を
課
題
に
活

動
さ
れ
る
そ
う
で
す
。「
会
員
も
大

募
集
中
」
と
の
こ
と
。
人
の
輪
が

ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
自
助
・
互
助

の
防
災
意
識
が
浸
透
す
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会（
1
33
―

２
３
３
３
）へ
。

突然襲ってきて、ときとして大きな被害をもたら
す地震・台風・豪雨。そんなときに少しでも役に立
てればとの思いから、2001年6月に結成された「ひら
つか災害ボランティア」。『理論ではなく実践』で、
大災害に備えています。

真
剣
な
表
情
で
訓
練
す
る
渡
辺
豪
さ
ん（
写

真
右
）

郎
、石
田
英
三
、臼
井

夫
、鶴
岡

健
藏【
内
装
職
】山
田
康
夫
【
型

枠
大
工
職
】
遠
藤
亭
二

優
秀
技
能
者【
広
告
美
術
士
】林

明
義【
板
金
工
】小
原
一
彦【
豆
腐

製
造
職
】諸
星
定
明【
製
菓
衛
生

師
】三
富
弘
之
、臼
井
孝
織【
瓦か

わ
ら

屋

根
ふ
き
職
】中
村
和
正【
左
官
職
】

石
井
慎
二
、
石
岡
誠【
配
管
工
】

猪
俣
紀
幸
、新
倉
裕
明【
と
び
職
】

重
田
俊
幸【
塗
装
工
】樋
渡
晃
彦

【
調
理
師
】原
田
雅
夫【
理
容
師
】

北
村
栄
治
、山

進
、内
山
茂【
電

子
修
理
技
術
士
】四
宮
義
一【
自

動
車
整
備
士
】越
野
一
雄【
食
品

衛
生
責
任
者
】山
田
信
行【
電
気

工
事
士
】有
賀
哲
男
、秋
山
光
男

【
ガ
ラ
ス
装
着
工
】峰
尾
義
一
、芦

川
敏
光
、上
野
龍
郎【
木
彫
刻
師
】

渡
辺
登

お
問
い
合
わ
せ
は
、
勤
労
会

館（
1
32
―
３
３
５
５
）へ
。

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本

や
雑
誌
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。
約
二
万
冊
の
中
に
、
み
な

さ
ん
の
探
し
て
い
た
本
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
日
時

11
月
30
日（
火
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
会
場

中
央
図
書
館

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

▽
定
員

一
千
二
百
人（
先
着
順
）

多
く
の
動
植
物
を
は
ぐ
く
む

里
山
を
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
東
海
大
学
や
神
奈
川
大
学

の
学
生
と
一
緒
に
よ
み
が
え
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

12
月
４
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
　
※
荒
天
の

場
合
は
12
月
５
日（
日
）に
延
期

▽
場
所

神
奈
川
大
学
構
内

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

▽
内
容

雑
木
林
の
手
入
れ
、竹

を
使
っ
た
工
作
教
室
、
シ
イ
タ

ケ
の
原
木
作
り
な
ど

▽
参
加
方
法

は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
、

参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
を
書
い

て
環
境
政
策
課（
〒
254
―
8686
浅

間
町
９
―
１
・
6
21
―
９
６
０

３
・

kankyo-s@
city.hirats

uka.kanagawa.jp

）へ

▽
締
め
切
り

12
月
１
日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政

策
課（
内
線
２
３
３
０
）へ
。

メール 

来
年
四
月
に
、
市
内
の
保
育

園
に
入
園
を
希
望
す
る
生
後
二

か
月
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
お

子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
け
付
け
日
時

12
月
６
日

（
月
）〜
10
日（
金
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

▽
受
け
付
け
場
所

児
童
福
祉

課（
市
役
所
１
階
⑱
番
窓
口
）

▽
申
込
書
の
配
布
場
所

各
保

育
園
、
児
童
福
祉
課
で
お
配
り

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

▽
譲
渡
冊
数

１
人
20
冊
ま
で

※
雑
誌
は
何
冊
で
も
可
。
児
童

書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
参
加
方
法

往
復
は
が
き
に

「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
応
募
」と

書
き
、
住
所
、
氏
名
、電
話
番
号

を
記
入
し
て
中
央
図
書
館
（
〒

254
―
0041
浅
間
町
12
―
41
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
は
が
き

１
枚
で
３
人
ま
で
申
し
込
め
ま

す
。
※
先
着
順
に
入
場
時
間
を

指
定
し
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
図

書
館（
1
31
―
０
４
１
５
）へ
。

※
順
不
同
・
敬
称
略

技
能
功
労
者【
板
金
工
】宮
代
保

雄【
広
告
美
術
士
】武
井
昭
宜【
建

具
職
】内
藤
孝
之【
製
菓
衛
生
師
】

柏
木
正
光
、一
杉
晃
次【
大
工
職
】

柏
木
勝
次
、黒
石
慶
司【
豆
腐
製

造
職
】福
田
勝
男【
左
官
職
】小
川

英
雄【
配
管
工
】渡
部
菊
雄
、糟
屋

勝
彦【
畳
職
】坪
井
康
雄
【
理
容

師
】尾

優
、今
井
登【
美
容
師
】

松
島
喜
久
子
、熊
澤
み
ど
り【
調

理
師
】野
中
竹
男
、�
橋
哲
夫
、山

下
功
、森
田
利
海【
洋
服
仕
立
師
】

八
田
厚
生【
電
気
工
事
士
】大
竹

菊
夫
、
岩

久
、
大
熊
俊
夫【
ガ

ラ
ス
装
着
工
】峰
尾
正
義
、原
田

稔
、石
川
立
志
、
芦
川
光
治
、曽

我
一
郎【
食
品
衛
生
責
任
者
】武

藤
【
自
動
車
整
備
士
】宮
川
八

施　設　名 所　在　地 定員 電話番号 

社
会
福
祉
法
人 

市
　
　
立 

平塚保育園 
柳町保育園 
明石町保育園 
横内保育園 
高村保育園 
白百合保育園 
あさひ保育園 
大町保育園 
いずみ保育園 
富士見保育園 
金目保育園 
八幡保育園 
愛・八幡保育園 
ゆうかり保育園 
中原保育園 
みどり保育所 
もんもん保育園 
苗・もんもん 
保育園 
サン・キッズ湘南 
真土すばる保育園 
神田保育園 
金田保育園 
須賀保育園 
南原保育園 
吉沢保育園 
花水台保育園 
しらさぎ保育園 
夕陽ケ丘保育園 
若草保育園 
大神保育園 

宮の前４－１３ 
平塚４－２０－１ 
明石町１５－１６ 
横内３８２４ 
高村２０９ 
立野町３１－２４ 
河内３１０ 
根坂間７３７－２ 
万田４７６ 
平塚５－２２－５０ 
北金目４５９－１ 
四之宮２－１０－１０ 
四之宮２－１４－３ 
岡崎４４９－２ 
南豊田３０１－１ 
四之宮２-２２－８ 
花水台１２－２８ 
代官町８－２５ 
グリーンライフビル２階 
中堂８－１０ 
西真土３－２２－３９ 
田村６－１４－１ 
入野１１２－３ 
高浜台９－１ 
南原１－５－３ 
上吉沢３３１ 
花水台１０－２１ 
東中原２－１４－２ 
夕陽ケ丘１０－７ 
横内２４０１ 
大神２０５６ 

１２０ 
９０ 
９０ 
１２０ 
１２０ 
６０ 
１２０ 
９０ 
１２０ 
１２０ 
１２０ 
１２０ 
４５ 
９０ 
１２０ 
１２０ 
６０ 

３０ 
 

９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
６０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
６０ 

２１－０２２７ 
３１－０８８０ 
２１－０７８９ 
５５－２１８８ 
３４－２５２６ 
３２－０８２１ 
３２－２１３７ 
５８－６６６２ 
３１－３４２１ 
３３－３４１１ 
５８－１８８２ 
２１－００８４ 
２０－２０８０ 
５８－７２２０ 
３２－８６００ 
２１－０４１５ 
３３－２３２５ 

２１－９１１７ 

２５－１０１９ 
５３－４１４１ 
５５－１０７１ 
３１－１５２３ 
２１－０３５３ 
３１－５９９３ 
５８－０４１２ 
３１－７１２０ 
３１－２６２２ 
２１－００５９ 
５４－０２２１ 
５５－６６２０ 

たくさんの本との出合いが待っています

夢をもって生きよう地域が育てる心と心

第29回 平塚市青少年健全育成のつどい
積極的に地域活動に参加し、豊かな経験を積み重ねている平塚の子どもた

ちが、活動の成果を発表します（入場自由）。
◇日時 11月21日（日）午後1時～4時
◇会場 中央公民館
【主な内容】
★少年の主張作文コンクール最優秀作品の発表

u小学生の部「子供だけが悪いの？」佐野文香さん（中原

小6年）

u中学生の部「生命を考える」小田直美さん（山城中3年）

★あかるい家庭写真コンクール最優秀作品の発表

u「総合公園での、妹と父」（右写真）荒川怜さん（旭小5年）

★活動発表

u平塚市海洋少年団　u平塚市ジュニア・リーダーズクラブ　u平塚市青少年海

外派遣団　u浜岳中学校吹奏楽部
□問 青少年課（132－7029）

s日時 2月4日（金）午後6時30分開演
s会場 中央公民館
s定員 700人（全席指定）
s入場料 1,500円

□問 男女共同参画推進室（内線2172）

劇団朋友公演　女たちのジハード
“ジハード”とは《聖戦》。保険会社に勤め
る5人のOLが、自分自身の生き方、生きが
い、居場所を求めて、現実の生活から次へ
の一歩を踏み出し、巣立っていく物語。

多
く
の
本
と
の
出
合
い
が
楽
し
み 

　
　
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催 

11
月
12
日
・
技
能
者
を
表
彰

卓
越
し
た
職
人
技
の
61
人

参加者
募　集

保育園児を
募集します

　チケットは、ひらつかスカイプラザ　チケットは、ひらつかスカイプラザ（MNMNビルビル1111階）階）で1212
月1日(水)からから1010日（金）（金）まで、まで、1212月1313日（月）（月）からは男女共同からは男女共同
参画推進室参画推進室（市役所東附属庁舎（市役所東附属庁舎2階）階）で販売します。で販売します。※未就学※未就学
児の保育を希望する方は、児の保育を希望する方は、1212月2020日（月）（月）までに男女共同参までに男女共同参
画推進室にお申し込みください。画推進室にお申し込みください。 

　チケットは、ひらつかスカイプラザ（MNビル11階）で12
月1日(水)から10日（金）まで、12月13日（月）からは男女共同
参画推進室（市役所東附属庁舎2階）で販売します。※未就学
児の保育を希望する方は、12月20日（月）までに男女共同参
画推進室にお申し込みください。 

ひひひひとととと ひひひひとととと

女と男のフェスティバル湘南の風 女と男のフェスティバル湘南の風女と男のフェスティバル湘南の風 女と男のフェスティバル湘南の風 



５ 広報ひらつか　第779号（1日・15日発行） 決　算
平塚市役所　電話23-1111・35-1111 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

平成16年11月15日　４

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 11月16日（火）、12月
７日（火）13時～16時

◇行政　12月７日（火）13時～16時
◇一般法律（予約制）毎週水・
木曜日13時～16時

◇登記・供託（予約制）毎月
第２金曜日13時～16時

◇測量 12月10日（金）13時～
16時

◇税務（予約制）11月26日（金）
13時～16時

◇住宅（新・改築） 11月16日
（火）13時～16時
◇発明・考案・特許 12月13日
（月）10時～15時
◇下請取引 11月15日（月）、
12月20日（月）13時～16時

◇年金・社会保険・労災 12月
14日（火）13時～16時

◇外国籍市民　スペイン語相
談は毎月第１・３水曜日９時～
12時、ポルトガル語相談は
毎月第２・４水曜日９時～12時

◇許認可届出 １月25日（火）

13時～16時、11・12月は休み
◇建築設計・耐震・バリアフリー
11月15日（月）、12月20日（月）
13時～16時

◇労働（勤労者・事業主対象）
12月３日（金）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇法律（予約制）12月14日（火）
13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア
毎週月～金曜日８時30分
～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～
金曜日９時～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜
日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～16時

◇来所（予約制・生活習慣病な
どの相談）11月16日（火）・12
月７日（火）の９時30分～11

時と11月30日（火）の13時～
15時

◇青少年相談　毎週月～土曜
日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング
テレホン133－7830

みみでなやみなし

毎週
月～土曜日10時～18時30分

◇来所 毎週月～金曜日10時
～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時
～17時（第２・４土曜日は除く）

◇子育ての相談・情報提供
月・火・水・金曜日９時30
分～16時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～12時・13時～16時

◇手話案内 FAX35－5770
毎週金曜日９時～12時30分
◇精神保健福祉（予約制）毎週
火・木曜日９時～16時

◇子どもの発達・発育の相談
毎週月・水・金曜日10時～15
時（来所相談は予約制）

平塚 
商業高 国道1号 

崇善小 

至茅ケ崎 

保健センター 

国道1号 

春日野中 

春日野中入口 

平塚 
農業高 

郵
便
局 

勤労会館 

見附台体育館見附台体育館 見附台体育館 

市営紅谷町市営紅谷町 
駐車場 
市営紅谷町 
駐車場 

新大縄橋 

JA湘南 

豊
田
公
民
館 

中
原
保
育
園 

県
道
平
塚
伊
勢
原
線 

福祉事業 
センター 
福祉事業 
センター 

JAビルかながわ 

市民センター 

豊
田
分
庁
舎 

平塚駅 

子ども教育 
相談センター 

市役所 

福
祉
会
館

福
祉
会
館 

福
祉
会
館 

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

障害がある方の相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

121－8774
女性のための相談

（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

療育相談室
（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

平成16年1月～2月の調査に引き続き、美術館東側の旧相模海軍工廠跡地周辺の環境を調査しました。
主な結果は次のとおりです。①環境大気調査 大気中に毒ガス関連物質は検出しませんでした。
②地下水調査 7か所の井戸から微量の有機ヒ素化合物を検出し、引き続き飲用中止をお願いしました。
③物理探査 レーダー探査および磁気探査により、不審物の確認調査を継続中です。④土壌調査 1月
～2月に実施した物理探査場所の表層土壌調査の結果、毒ガス関連物質は検出しませんでした。

自
　
主
　
財
　
源 

依
存
財
源 

（   ）内は歳入総額に占める割合です。 （   ）内は歳出総額に占める割合です。 

　市税 414億4,006万円（53.8％） 　人件費 174億1,844万円（23.7％） 

　物件費 97億3,170万円（13.3％） 

　そのほか 43億2,286万円（5.9％） 

　普通建設事業費 98億1,203万円（13.4％） 

　公債費 59億1,200万円（8.0％） 

　維持補修費 7億7,391万円（1.1％） 

　扶助費 95億3,391万円（13.0％） 

　そのほか 159億2,211万円（21.6％） 

　諸収入 67億6,073万円（8.8％） 

　そのほか 
→前年度繰越金、使用料・手数料など 

→補助金、負担金など 

→繰出金、積立金、投資・出資金、貸付金 

→地方消費税交付金、地方特例交付金など 

56億8,920万円（7.3％） 

　国庫支出金 71億190万円（9.2％） 

　県支出金 30億2,830万円（3.9％） 
　市債 74億1,270万円（9.6％） 

　そのほか 56億2,521万円（7.4％） 

自主財源…税金や使用料・手数料など、市
が自主的に収入できる財源のことです。自
主的な行政運営を進めるには、その確保に
努めることが必要です。 
　平成15年度の平塚市の自主財源比率は
69.9％で、前年度比で4.9％減りましたが、
全国的に見ると高いレベルにあります。 

消
費
的
経
費 

投
資
的 

経
費 

そ
の
ほ
か
の
経
費 

区　分 

合　計 

人にかかるコスト（職員の給与など） 
物にかかるコスト（施設の維持補修など） 
移転支出的なコスト（補助金など） 
そのほかのコスト（地方債の利子など） 

164億3,577万円 
185億7,557万円 
242億3,353万円 
16億2,889万円 
608億7,376万円 

27.0％ 
30.5％ 
39.8％ 
2.7％ 

金　額 構成比 

平成15年度行政コスト計算書 

環
境
、福
祉
、教
育
、防
災
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
分
野
に
か
か
わ
る
お
金
の
収

支
を
表
す
の
が
一
般
会
計
で
す
。

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
で

は
歳
入（
収
入
）が
七
百
七
十
億
五

千
八
百
十
万
円
、
歳
出
（
支
出
）が

七
百
三
十
四
億
二
千
六
百
九
十
六

万
円
で
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

補
助
金
な
ど
、
国
や
県
の

支
出
金
が
増
。
全
体
で
は

前
年
度
比
一
・
九
％
増
。

■
市
税

市
民
税
と
固
定
資
産
税

で
八
八
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

全
体
で
前
年
度
比
で
ニ
・
四
％
減

り
ま
し
た
。

市
民
税
は
法
人
市
民
税
が
企
業

の
内
部
努
力
な
ど
に
よ
り
ニ
三
・

三
％
増
え
ま
し
た
が
、
個
人
市
民

税
で
は
五
・
七
％
減
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
は
土
地
価
格
の
下

落
な
ど
に
よ
り
四
・
七
％
減
り
ま

し
た
。

■
諸
収
入

特
別
競
輪
の
開
催
が

な
く
、
競
輪
事
業
収
入
が
減
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

一
七
・
○
％
減
り
ま
し
た
。

■
市
債

一
般
会
計
で
は
前
年
度

比
で
三
五
・
ニ
％
増
の
七
十
四
億

一
千
二
百
七
十
万
円
を
借
り
入
れ

ま
し
た
。

年
度
末
の
借
り
入
れ
残
高
は
四

百
六
十
六
億
二
百
四
十
三
万
円
で
、

前
年
度
比
で
二
十
八
億
二
千
二
百

九
十
三
万
円
増
え
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
と
合
わ
せ
る
と
】

特
別
会
計
で
は
、
下
水
道
建
設

事
業
で
新
た
に
借
り
入
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
債
が
あ
る
特
別
会
計

の
年
度
末
の
借
り
入
れ
残
高
は
七

百
六
十
億
五
千
五
百
六
十
四
万
円

で
、
前
年
度
比
で
六
億
四
千
三
百

九
万
円
減
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
借
り

入
れ
残
高
の
合
計
は
一
千
二
百
二

十
六
億
五
千
八
百
七
万
円
で
、
前

年
度
比
で
二
十
一
億
七
千
九
百
八

十
四
万
円
増
え
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
と
都
市
施
設

用
地
取
得
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

普
通
会
計
で
の
借
り
入
れ
残
高
は

四
百
七
十
四
億
七
百
七
十
五
万
円

で
、
市
民
一
人
あ
た
り
で
は
、
十

八
万
六
千
四
百
三
十
三
円
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
十
九
市
の

う
ち
で
最
も
少
な
い
額
で
す
。

特
別
な
事
業
を
す
る
場
合
や
料

金
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業
を

す
る
場
合
な
ど
に
、
経
理
を
明
確

に
区
別
す
る
た
め
、
一
般
会
計
と

は
別
に
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。
平
塚
市
に
は
、
八
つ
の
特
別

会
計
が
あ
り
、
そ
の
歳
出
総
額
は

八
百
五
十
八
億
二
千
七
百
八
十
九

万
円
で
、
前
年
度
比
で
百
九
十
三

億
三
千
二
百
五
十
八
万
円
（
一
八
・

四
％
）
増
え
ま
し
た
。
主
な
特
別

会
計
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
競
輪

■

a

歳
入

三
百
十
二
億
八
万
円
／

前
年
度
比
四
一
・
一
％
減

■

a

歳
出

三
百
五
億
九
千
八
百
九

十
万
円
／
前
年
度
比
四
一・
七
％
減
　
　

▽
内
容

特
別
競
輪
が
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
車

券
売
上
金
は
前
年
度
比
で
四
ニ
・

○
％
減
り
ま
し
た
が
、
収
益
率
は

○
・
四
％
増
え
ま
し
た
。
一
般
会

計
に
は
、
前
年
度
比
で
五
○
％
少

な
い
八
億
円
を
繰
り
出
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険

■

b

歳
入

百
九
十
億
二
千
八
百
十

三
万
円
／
前
年
度
比
八
・
五
％
増

■

b

歳
出

百
八
十
六
億
二
千
三
百

四
十
七
万
円
／
前
年
度
比
一
一
・

八
％
増

▽
内
容
　
被
保
険
者
は
市
民
の
三

七
・
六
％
に
あ
た
る
九
万
五
千
七

百
二
十
七
人
で
、
前
年
度
比
で
○
・

八
％
増
え
ま
し
た
。
歳
入
に
占
め

る
保
険
税
額
の
割
合
は
三
七
・
九

％
で
す
。
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
医
療
給
付
費
は
十
五
万
四
千
百

十
二
円
で
す
。

■
下
水
道

■

b

歳
入

百
二
十
八
億
四
千
三
百

四
十
万
円
／
前
年
度
比
八
・
〇
％

増■

b

歳
出

百
二
十
五
億
二
千
二
百

七
十
五
万
円
／
前
年
度
比
九
・
七

％
増

▽
内
容
　
事
業
認
可
面
積
に
対
す

平
塚
市
で
は
財
政
状
況
の
分
析

に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の

方
式
は
歳
入
・
歳
出
を
単
年
度
で

計
算
す
る
方
法
と
異
な
り
、
一
定

の
時
点
で
の
す
べ
て
の
財
産
を
示

す
会
計
方
式
で
す
。
平
成
十
五
年

度
末
現
在
の
状
況
は
左
下
表
の
と

お
り
で
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
一
人
あ
た
り
の

額
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
百
七

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
様
々
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ん

な
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
市
議
会
九
月
定

例
会
に
上
程
さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
「
平
成
十
五
年
度
決
算
」
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課（
1
21
ー
8
7
6
5
）

※
金
額
は
原
則
、
四
捨
五
入
し
て
万
円
単
位
に
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

■

b

は
前
年
度
比
で
決
算
額
が
増
え
た
も
の
、
■

a

は
前
年
度
比
で
決
算
額
が
減
っ
た
も
の
で
す
。

歳 入歳 出
投
資
的
経
費
、
扶
助
費
な

ど
が
増
。前
年
度
比
で
〇
・

ニ
％
の
増
。

■
人
件
費

職
員
給
与
の
改
定
や

退
職
し
た
職
員
の
補
充
を
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員
給
与
費

が
前
年
度
比
で
三
・
四
％
減
り
ま

し
た
。
人
件
費
全
体
で
は
前
年
度

比
で
三
・
〇
％
減
り
ま
し
た
。

■
公
債
費

過
去
に
借
り
入
れ
た

市
債
の
償
還
金（
元
金
と
利
子
）が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
比
で

五
・
三
％
減
り
ま
し
た
。

■
普
通
建
設
事
業
費

リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、
相
模
川
馬

入
堤
内
地
整
備
事
業
、
万
田
貝
塚

住
宅
建
て
替
え
事
業
な
ど
の
実
施

に
よ
り
、
前
年
度
比
で
三
・
三
％

増
え
ま
し
た
。

■
扶
助
費

児
童
扶
養
手
当
の
権

限
委
譲
や
児
童
手
当
の
増
加
、
小

児
医
療
費
助
成
対
象
者
や
生
活
保

護
世
帯
・
人
員
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
で
ニ
一
・
九
％
増

え
ま
し
た
。

決
算
資
料
や
監
査
委
員
の
「
歳

入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
」
は
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
一
階

・
1
21
ー
８
７
６
４
）
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
財
政
状
況
」
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

で
見
る
財
政
状
況

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
っ
た
費
用
は

る
進
捗
率
は
九
ニ
・
三
％
で
前
年

度
比
で
三
・
○
％
増
え
ま
し
た
。

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
四
十
四
億
五
千
万
円
を
繰

り
入
れ
、
市
債
を
三
十
一
億
四
千

三
百
七
十
万
円
借
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
債
の
年
度
末
の
借

り
入
れ
残
高
は
七
百
四
十
八
億
三

千
九
百
七
十
六
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

■
介
護
保
険

■

b

歳
入

八
十
億
九
千
九
百
十
七

万
円
／
前
年
度
比
九
・
一
％
増

■

b

歳
出

八
十
億
六
千
八
百
十
三

万
円
／
前
年
度
比
八
・
一
％
増
　

▽
内
容

第
一
号
被
保
険
者
（
六

十
五
歳
以
上
の
方
）
は
四
万
一
千

二
百
二
十
七
人
で
、
介
護
（
支
援
）

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
四
千
四
百
九

十
人
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
か
ら
の
保
険

万
七
千
円
、
負
債
は
二
十
五
万
円
、

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
正

味
資
産
は
八
十
二
万
七
千
円
に
な

り
ま
す
。

公
共
施
設
や
土
地
な
ど
の
有
形

固
定
資
産
は
五
年
前
に
比
べ
、
約

八
十
三
億
七
千
万
円
減
り
ま
し
た
。

前
年
度
比
で
は
、
約
一
億
四
千
万

円
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
減
価

償
却
額
が
新
た
な
資
産
取
得
額
を

上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

固
定
負
債
と
流
動
負
債
の
合
計

は
、
五
年
前
に
比
べ
、
約
九
十
七

億
三
千
万
円
減
り
ま
し
た
。
前
年

度
比
で
は
、
平
成
十
六
年
度
市
債

の
借
り
換
え
な
ど
に
よ
り
、
約
十

一
億
二
千
万
円
増
え
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
地
方
債
は
五
年
前
と
比

べ
て
約
百
四
十
三
億
三
千
万
円
減

り
ま
し
た
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
は
総
務
省
の
指
針
に
基

づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

ど
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
っ
た
か

を
示
す
計
算
書
が
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」
で
す
。
こ
れ
は
、
建
設

事
業
費
以
外
の
費
用
を
分
析
対
象

に
し
、
下
表
の
と
お
り
、
四
つ
の

分
野
に
分
け
て
表
示
し
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
企
業
会

計
で
言
え
ば
、「
損
益
計
算
書
」
に

あ
た
り
、
行
政
の
効
率
性
や
合
理

化
な
ど
の
状
況
を
知
る
手
段
の
一

つ
に
な
り
ま
す
。

平
塚
市
の
平
成
十
五
年
度
の
行

政
コ
ス
ト
の
合
計
は
六
百
八
億
七

千
三
百
七
十
六
万
円
で
、
市
民
一

人
あ
た
り
二
十
三
万
九
千
三
百
八

十
九
円
に
な
り
ま
す
。

決算を身近に感じていただくために、平塚市の一般
会計を家計簿に置き換えてみました。一家の年収を600
万円（支出は572万円）とし、決算額の比率に合わせて算
出しています。〈 〉内は右表の項目です。

●収入
u給料〈市税〉 ………………………………3,228,000円
u預貯金の利子など〈諸収入〉………………528,000円
u家賃収入など〈そのほか（使用料・手数料など）〉
…………………………………………………438,000円

u住宅ローンなどの借り入れ〈市債〉………576,000円　
u親などからの援助〈国庫支出金、県支出金、そのほか
（交付金など）〉 ……………………………1,230,000円　

●支出
u食費〈人件費〉 ……………………………1,355,640円　
u光熱費、衣服代など〈物件費〉……………760,760円　
u税金やお小遣いなど〈そのほか（補助金・負担金な
ど）〉……………………………………………337,480円

u家の建築など〈普通建設事業費〉…………766,480円　
u電気製品の修繕など〈維持補修費〉 ………62,920円　
u住宅ローンなどの返済〈公債費〉…………457,600円　
u医療費、保育料〈扶助費〉…………………743,600円　
u貯金、投資など〈そのほか〉 ……………1,235,520円　

年収600万円の家庭に例えると…
1年間の家計簿

◇町内福祉村の推進…………………857万円
◇在宅老人対策…………………1億8,194万円　
◇身体障害者福祉対策…………7億6,494万円
◇知的障害者福祉対策 ………10億4,222万円
◇精神障害者福祉対策…………1億2,201万円
◇保育所運営費などの扶助費 …16億1,344万円
◇民間保育所施設整備費助成 ……4,213万円

◇生活保護法に基づく扶助費 …29億6,138万円　
◇ファミリーサポート事業 …………907万円
◇消防ポンプ車などの整備 ……2億1,720万円
◇防災対策 …………………………4,023万円　
◇七夕まつりの開催 ………………7,000万円　
◇中小企業金融対策 ……………4億6,255万円
◇勤労者金融対策 ………………4億4,367万円

◇小・中学校校舎耐震補強……4億5,023万円
◇小・中学校管理経費 ………11億2,043万円
◇交通アクセスの改善…………3億2,577万円
◇リサイクルプラザの整備 …15億1,926万円
◆相模川馬入堤内地の整備 …21億1,438万円
◆万田貝塚住宅の建て替え ……1億1,311万円
◇電子計算機関係経費…………8億4,996万円

決算額

一般会計の主な歳入・目的別歳出
を人口256,084人（平成16年4月1日
現在）で割った金額。（ ）内は前
年度比

歳入（収入）
■市税
161,822円（－4,472円）

■市債
28,946円（＋7,469円）

■諸収入（競輪事業からの繰入金
など）
26,400円（－5,511円）

歳出（支出）
■民生費（高齢者や障害者の福祉
など）
68,510円（＋6,315円）

■土木費（道路や公園の整備）
55,975円（－2,114円）

■衛生費（ごみ収集や医療の充実
など）
32,398円（＋9円）

■教育費（学校や美術館の運営な
ど）
29,893円（－2,178円）

■公債費（借入金の償還）
23,263円（－1,202円）

・有形固定資産（公共
施設や土地など）
合計

2,522億5,517万円
・投資など（特定目的
基金など）
合計

119億6,367万円
・流動資産（地方税未　
収金など）
合計

97億2,886万円

・固定負債（地方債な
ど）
合計 531億984万円
・流動負債（翌年度償
還予定額など）
合計

103億4,065万円
◆負債合計

634億5,049万円

【正味資産の部】
◇正味資産（一般財源
など）
合計

2,104億9,721万円

【資産の部】 【負債の部】

◆資産合計
2,739億4,770万円

◆負債・正味資産合計
2,739億4,770万円

平塚市のバランスシート
借　方 貸　方

五
つ
の
角
度
で
見
る
平
成
15
年
度
決
算
。

平成16年7月～9月に実施した環境省の調査結果です。

旧相模海軍工廠
しょう

跡地周辺の環境調査

アングル1
全体像アングル2

家計簿

アングル3
数年間

アングル5
一人あたり

アングル4
サービス

市民一人
あたりの

財
政
状
況
の
推
移
は

料
は
、
十
四
億
九
千
二
百
十
一
万

円
で
、
歳
入
に
占
め
る
保
険
料
の

割
合
は
一
八
・
四
％
で
す
。
収
納

率
は
九
六
・
二
％
で
す
。

■都市づくり条例を考える集い
都市づくり条例への市民のかかわり方などをお話しす

る集いを開催します。
u日時 12月5日（日）午前10時～正午

u会場 ひらつか市民活動センター（ＪＡビルかながわ

2階）
u講師 小林重敬さん（横浜国立大学工学部教授）ほか

u定員 100人（先着順）

u申し込み方法 電話で都市政策課（内線2414）へ

■都市づくり条例市民会議の委員を募集
条例に盛り込みたい内容などについて提案していただく市民会議の委員を募集します。会議は

月2回程度、主に平日の夜に開催します（初回は12月下旬）。
u主な応募条件 ①市内にお住まい、お勤め、通学している人または、市内に主な活動拠点を置

き、市民活動をしている人　②申し込み時に18歳以上の人（高校生は除く） ③平塚市自治基
本条例を考える市民委員会や、ひらつか未来市民会議の委員、ほかの市附属機関などの委員で
ない人

u定員 15人（抽選） u締め切り 12月10日（金）

u申し込み方法 都市政策課（市役所4階）や公民館などにある申込書に記入し、同課（〒254ー8686

浅間町9ー1、621ー9604、 toshi-s@city.hiratsuka.kanagawa.jp）へ ◆問い合わせ先　都市政策課（内線2414）

◇問い合わせ先　防災課（121ー9734）

◆は2年以上の
継続事業です。

主な事業
と決算額

ま
ち
の
お
金
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
？

まちづくり 
を振り返る 

メール 

ち
ょ
く

条例案の作成からかかわる都市づくり 
ま ち つ く 

建物の建築、道路や公園の整備、緑の創出な
どの「ものづくり」。建物の建て方、道路や公園
の整備の方法、塀のつくり方などを定める「ル
ールづくり」。こうした“都市づくり”の仕組
みやルールを総合的に定めるのが「都市づくり
条例」です。
平塚市では、平成17年度末を目標に「都市づ

くり条例」の策定を進めます。都市づくり条例
には、都市づくりの基本理念をはじめ、協働の
都市づくりのルールや都市計画の提案手続き、

開発事業に伴う手続きや基準などを定める予定
です。この条例の策定にあたり、市民のみなさ
んの意見を条例に反映させるため、市民委員を
募集します。また、都市づくりを考える集いも
開催します。
だれもが、平塚市を住みやすいまちと思い、

住んで良かったまちと思えるようにするために、
みなさんの力が、今、必要です。これから展開
していく「都市づくり条例」の策定事業にどう
ぞ、ご参加ください。

ア
ン
グ
ル 

ア
ン
グ
ル 
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８ 

外枠の破線で切り取り、市販のポケットアルバムなどに入れて使うと便利です。 

平成16年11月15日　６
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

健康･福祉

ひとり親家庭の父子や母子、または両親のいない子どもを養育している方が病院などにか
かった場合、健康保険の自己負担額を助成しています。現在、この医療費の助成を受けてい
る方は、現況届を提出してください。※児童扶養手当を受けている方は、手続きは不要です。
u受け付け場所 児童福祉課（市役所1階⑰番窓口） u持ち物 健康保険証、医療証

u提出期限 11月30日（火）

松
が
丘
地
区
に
、
町
内
福
祉

村
「
み
ん
な
の
広
場
」
を
開
設

し
ま
す
。

町
内
福
祉
村
は
、
日
々
の
生

活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
が
ほ
し
い
、
手
助
け
を
し

た
い
と
い
っ
た
気
持
ち
に
答
え

る
た
め
の
拠
点
で
す
。松
原
、花

水
、
港
、
金
田
、
岡
崎
の
各
地
区

に
続
き
、
松
が
丘
地
区
は
市
内

で
六
番
目
の
町
内
福
祉
村
で
す
。

▽
開
村
日

11
月
26
日（
金
）

▽
開
設
日
時

月
〜
金
曜
日
・

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
開
設
場
所

東
中
原
２
丁
目

５
番
15
号（
1
・
6
33
―
５
０
０

５
）

▽
対
象
地
域

東
中
原
一
丁
目
・

二
丁
目
、
中
原
三
丁
目
１
〜
19

番
、
新
町
、
大
原

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政

策
課（
内
線
２
１
５
１
）へ
。

①
あ
な
た
な
ら
ど
う
使
う
？「
健

康
食
品
」（
調
理
実
習
と
栄
養
士

の
話
）

▽
日
時

12
月
２
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
布

▽
材
料
費

300
円

②
知
っ
て
お
き
た
い
大
腸
が
ん

の
予
防
（
医
師
、
栄
養
士
な
ど

の
話
）

▽
日
時

12
月
14
日（
火
）午
後

２
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

③
二
日
で
学
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
基
本

▽
日
時

12
月
17
日（
金
）・
１

月
31
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服

装
と
靴
、
歩
数
計

④
だ
れ
で
も
楽
し
く
始
め
ら
れ

る「
く
す
の
木
体
操
講
習
会
」

健
康
推
進
員
が
、
み
な
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

▽
日
時
・
会
場

◯Ａ
11
月
26
日

（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
・
旭
南
公
民
館
　
◯Ｂ
12
月
10

日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
・
港
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
ー
ル

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

お
申
し
込
み
は
、
①
は
往
復

は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
②
③
④
は
電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
（
〒
254
―
0054
中
里
34

―
17
・
1
34
―
０
３
１
１
）へ
。

市
内
に
お
住
ま
い
で
六
十
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
植
木
せ

ん
定
の
初
歩
が
分
か
る
講
習
会

健
康
教
室
・
く
す
の
木
体
操

講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
１
日（
水
）・
２

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
会
場

高
齢
者
技
能
セ
ン
タ

ー
（
西
八
幡
一
丁
目
）

▽
定
員

20
人（
抽
選
）

▽
費
用

一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
十
一
月
十

九
日（
金
）
ま
で
に
、
生
き
が
い

事
業
団(

〒
254
―
0073
西
八
幡
一
丁

目
三
―
二
―
二
・
1
33
―
２
３

３
５)

へ
。

正
月
飾
り
を
作
っ
た
り
、
介

護
者
同
士
で
楽
し
く
食
事
を
し

た
り
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

12
月
16
日（
木
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▽
会
場

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神

奈
中（
八
重
咲
町
６
―
18
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

在
宅
で
高
齢
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方

▽
定
員

30
人（
抽
選
）

▽
参
加
費

一
千
五
百
円

▽
申
し
込
み
期
限

11
月
30
日

（
火
）お申

し
込
み
は
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、参
加
人
数
を
記
入
）で

社
会
福
祉
協
議
会（
1
33
―
２
３

３
３
・
6
33
―
６
５
８
８
）へ
。

お
年
寄
り
や
、
体
の
不
自
由

な
方
が
安
心
し
て
入
浴
す
る
方

法
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
、
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
実
演
、
介

護
用
品
に
つ
い
て
の
相
談
や
展

示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時

12
月
４
日（
土
）午
前

11
時
〜
午
後
４
時
　
※
講
演
会

は
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉

協
議
会（
1
33
―
２
３
３
３
）へ
。

社
会
的
引
き
こ
も
り
に
つ
い

て
考
え
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
や
、
団

体
の
活
動
を
紹
介
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
５
日（
日
）午
後

１
時
〜
５
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

150
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

一
般
一
千
円
、
学

生
200
円

▽
申
し
込
み
先

ユ
ー
ス
サ
ポ

ー
ト
ネ
ッ
ト
・
リ
ロ
ー
ド
事
務

局（
1
045
―
470
―
２
６
２
０
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
４
）へ
。

心身障害者（児）手帳の交付
身体や知的、精神に障害がある方

が様々な福祉制度を利用する際には
次の手帳が必要です。手帳の交付を
希望する方は、障害福祉課（121ー
8774・南附属庁舎1階）へご相談く
ださい。

身体に次の障害がある方に交付す
る手帳です。申請には、身体障害者
福祉法で定められた認定医の診断書
が必要です。

u視覚、聴覚、平衡機能、音声・言

語機能、そしゃく機能、肢体、心
臓、腎

じん

臓、呼吸器、ぼうこうまた
は直腸、小腸機能、免疫機能

知的障害がある方に交付する手帳
です。申請には、総合療育相談セン
ターや児童相談所の判定が必要です。

精神障害がある方に交付する手帳
です。申請には、精神保健福祉セン
ターの判定が必要です。

夫や恋人、婚約者など親密な関
係にある男性から、女性に対して
振るわれる暴力や暴言などを「ドメ
スティック・バイオレンス（DV）」
といい、内閣府の調査では、19.1％
の女性に身体的・精神的な暴力を
受けた経験があることが分かって
います。
これまで、このような暴力は「家

庭の中のもめ事」とされ、公的機関
による十分な対応はされてきませ
んでした。しかし、平成14年4月、女

性に対する暴力は女性の人権を侵
害する重大な問題として、「配偶者
からの暴力の防止及び被害者の保
護に関する法律（ＤＶ防止法）」が施
行されました。
DVは、家庭や職場など社会に

おける男女の固定的な役割分担や、
経済力の格差など構造的な問題も
含み、男女共同参画社会を形成し
ていく上で大きな障害となるもの
です。
□問 男女共同参画推進室（内線2172）

高
齢
者
の
た
め
の
植
木
せ

ん
定
講
習
会
を
開
き
ま
す

「
引
き
こ
も
り
を
考
え
る

集
い
」を
開
催
し
ま
す

家
族
介
護
者
の
交
流
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

松
が
丘
地
区
に
町
内
福

祉
村
が
開
村
し
ま
す

入
浴
介
護
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す

「
年
金
は
何
歳
か
ら
も
ら
え
る
の
？

手
続
き
に
は
何
が
必
要
な
の
？
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま

す
。
年
金
を
受
け
ら
れ
る
年
齢
「
年

金
受
給
開
始
年
齢
」
は
、
加
入
し
て

い
た
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

本
来
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
で
す
が
、
繰
り
上
げ
請
求
と

い
っ
て
六
十
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
年
金
額
は

終
生
減
額
さ
れ
た
額
の
受
給
と
な
り

ま
す
。

②
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
六
十
歳
か
ら

年
金
の
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

年
金
の
受
給
手
続
き
に
必
要
な
も

の
は
、
年
金
手
帳
、
戸
籍
謄
本
、
本

人
の
預
金
通
帳
、
認
め
印
で
す
。
ま

た
、
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
住
民

票
、
所
得
証
明
な
ど
も
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課（
1
21
ー
８
７
７
７
）

＝年金は何歳からもらえるの？＝

現況届の提出を忘れずに

ひとり親家庭の医療費助成
◇問い合わせ先　児童福祉課（121－9612）

介護者や援助者のための教室を開きます。
※定員は、●が10人、◆が20人、いずれも先着順。
開催時間の表記がない教室は午後2時～4時開催
●介護について語りましょう
12月1日（水）・横内公民館

◆福祉用具の使い方、選び方と転倒を防ぐ家造り
12月13日（月）午前10時～正午・大神公民館

◆救急法
12月15日（水）午後1時30分～4時30分・神田公
民館

◆やってみよう!腰を痛めない介護のこつ
12月22日（水）・神田公民館

◆痴
ち

呆
ほう

高齢者への対応
1月8日（土）・岡崎公民館

◆高齢者が利用できる制度
1月15日（土）・城島公民館

◆高齢者の食事と栄養（生活習慣病について）
1月17日（月）・豊田公民館

◆排泄
せつ

介助・更衣などの日常生活
1月20日（木）午前10時～正午・城島公民館

◆よく分かる!薬の話
1月26日（水）・岡崎公民館

◆お口のリハビリで健康に!!
1月27日（木）午前10時～正午・城島公民館

□申 基幹型在宅介護支援センター（福祉会館内・

133－2334）

参加しませんか

家族のための介護教室

◇譲ってください

パソコン、電子ピア

ノ、石油ファンヒー

ター、テレビ、ミシ

ン、ダイニングテー

ブルセット、折りた

たみ式自転車

◇譲ります ①有料 乳児用体重計、男子ブレ

ザー（ズボン、ネクタイ付き）、乳児用おふろ

いす、鍵盤ハーモニカ、カヌー、ワープロ（ノ

ート型）、CD－RWドライブ、大人用紙おむつ、

シングルベッド用スプリング、花びん、ルー

フキャリア　②無料 B型ベビーカー、歩行

器、チャイルドシート、ハイアンドローチェア、

ステッパ－（健康器具）、ワープロ、ランドリ

ーラック、テレビボード

・不用品の登録は先着順でお受けします
・交渉は当事者同士でお願いします
・登録は3か月間有効です

■身体障害者手帳

■療育手帳

■保健福祉手帳



スターライトフェスティバルを開催

クリスマスの商店街に光があふれます
◇問い合わせ先　商業観光課（135－8107）

７ 広報ひらつか　第779号（1日・15日発行） 情 報 館
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

◆
び
わ
青
少
年
の
家
の「
森
の
歳

末
祭
」を
楽
し
も
う

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
食
べ

な
が
ら
、
び
わ
の
森
の
一
日
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

12
月
４
日（
土
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
会
場

び
わ
青
少
年
の
家

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
・
中
学
生
と
保
護
者

▽
定
員

50
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

500
円（
小
学
生
は
200

円
）

▽
受
け
付
け
開
始
日

11
月
17

日（
水
）

お
申
し
込
み
は
参
加
費
を
添

え
て
、青
少
年
会
館（
月
曜
日
は

休
館
・
1
32
―
７
０
２
９
）へ
。

◆「
原
爆
被
爆
体
験
を
き
く
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

戦
争
の
悲
惨
さ
を
広
島
原
爆

被
爆
体
験
者
が
お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
11
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

神
田
公
民
館

▽
講
師

春
風
み
お
さ
ん（
神
奈

川
県
原
爆
被
害
者
の
会
）ほ
か

▽
定
員

50
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

お
申
し
込
み
は
、
行
政
総
務

課（
1
21
―
８
７
６
３
）へ
。

◆
「
み
ん
な
で
楽
し
も
う
会
」
で

身
近
な
国
際
交
流
を
し
よ
う

市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人

と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

12
月
３
日（
金
）午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
会
場

ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
フ

ガ
ー
デ
ン
（
榎
木
町
９
―
41
）

▽
定
員

250
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

二
千
円（
中
学
生
以

下
は
500
円
）

お
申
し
込
み
は
参
加
費
を
添

え
て
、交
流
親
善
課（
1
25
―
２

５
２
０
）へ
。

◆
市
民
活
動
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
身
近
な
話
題
や
画
期
的
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※
定
員
は
90
人（
当
日
先
着
順
）

①
非
営
利
バ
ン
ク
が
つ
く
る
市

民
社
会
―
市
民
活
動
に
融
資
す

る
銀
行
と
は

▽
日
時

11
月
27
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
講
師

田
中
優
さ
ん（
未
来
バ

ン
ク
事
業
組
合
理
事
長
）

②
福
祉
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

▽
日
時

12
月
４
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
講
師

河
崎
民
子
さ
ん（
か
な

が
わ
福
祉
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
）

③
老
い
を
生
き
、
老
い
を
支
え
る

▽
日
時

12
月
11
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▽
講
師

武
藤
正
樹
さ
ん（
国
立

長
野
病
院
副
院
長
）ほ
か

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
（
1
21
―
７
５
１

７
）へ
。

◆
子
ど
も
の
家
を
臨
時
休
館
し

ま
す

【
館
内
清
掃
に
よ
る
休
館
】

横
内
子
ど
も
の
家
、
山
城
子
ど

も
の
家
、
大
野
子
ど
も
の
家

▽
期
日

11
月
22
日（
月
）

【
改
修
工
事
に
よ
る
休
館
】

み
な
と
子
ど
も
の
家

▽
期
間

11
月
24
日（
水
）〜
12

月
９
日（
木
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

課（
1
32
―
７
０
２
９
）へ
。

◆
市
民
文
芸「
冬
の
部
」の
作
品

を
募
集
し
ま
す

み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
楽
し

ん
で
い
る
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
せ
ん
か
。

▽
部
門
と
「
題
」

・
俳
句

「
石つ

蕗は

の
花は

な

」「
冬ふ

ゆ

田た

（
道み

ち

）」（
２
題
で
３
句
ま
で
）

・
短
歌

題
は
自
由
・
２
首
ま
で

・
川
柳

「
鐘
」（
表
現
自
由
・

３
句
ま
で
）

・
現
代
詩

題
は
自
由
・
800
字

以
内
・
１
編

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、お

勤
め
、
通
学
の
方

▽
応
募
規
定

①
未
発
表
作
品

で
あ
る
こ
と
　
②
部
門
ご
と
に

別
の
は
が
き
で
応
募
す
る
　
③

か
い
書
で
分
か
り
や
す
く
書
く

④
は
が
き
の
表
に
部
門
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
、
裏

に
作
品
名
を
記
入
す
る

▽
締
め
切
り

11
月
30
日
（
火
）

お
申
し
込
み
は
、
社
会
教
育

課（
〒
254
―
0051
豊
原
町
２
―
21

豊
原
分
庁
舎
一
号
館
三
階
・
1

35
―
８
１
３
０
）へ
。

◆
地
域
対
抗
囲
碁
大
会
で
腕
前

を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か

▽
日
時

１
月
16
日（
日
）午
前

10
時
20
分
開
始

▽
会
場

平
塚
駅
ビ
ル
ラ
ス
カ

６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成

各
地
区
公
民

館
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
と

そ
の
公
民
館
で
活
動
す
る
囲
碁

ク
ラ
ブ
の
会
員
10
人（
有
段
者
４

人
、級
位
者
４
人
、高
校
生
以
下

で
６
級
以
下
の
方
２
人
）で
編
成

▽
参
加
料

一
人
一
千
五
百
円

（
高
校
生
以
下
は
八
百
円
）※
昼

食
・
参
加
賞
付
き

お
申
し
込
み
は
公
民
館
な
ど

に
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
、文
化
財
団（
市
民
セ
ン
タ

ー
内
・
1
32
―
２
２
３
７
）へ
。

◆
私
立
幼
稚
園
教
諭
に
再
就
職

を
希
望
す
る
方
を
登
録
し
ま
す

幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
の
経

験
が
あ
り
、
再
就
職
を
希
望
す

る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
し
込
み
先

湘
央
地
区
私

立
幼
稚
園
協
会
事
務
局（
1
95
―

４
５
５
０
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
―
８
１
１
８
）へ
。

ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小・中学生、高校生対象）

◇主なチケット販売所
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所
■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場が無料です。入場の

際に、運転免許証などの年齢が分かる書類を提示してください。

11月27日○土
平塚競技場　14：00～

湘南 vs 水戸

11月20日○土
平塚競技場　14：00～

湘南 vs 福岡
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
勝
利
の
報
告

○c Kimura Yoshihito

・固定資産税　　　　　（第4期）

・国民健康保険税　　　（第6期）

・介護保険料　　　　　（第6期）

・清掃し尿従量手数料　（第8期）

◆納期最終日 11月30日（火）

納付には便利な口座振替をご利用ください

□問 市税総務課（121ー8769）

11月納期の市税・手数料

乳
歯
が
永
久
歯
に
生
え
替

わ
る
五
歳
か
ら
十
二
歳
の
こ

ろ
は
、
最
も
虫
歯
に
な
り
や

す
い
時
期
で
す
。
生
え
替
わ

っ
た
ば
か
り
の
歯
は
歯
質
が

弱
く
、
ま
た
、
生
え
て
く
る

途
中
は
ほ
か
の
歯
と
の
段
差

が
で
き
、
磨
き
残
し
が
多
く

な
る
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ

で
す
。

生
え
替
わ
っ
た
歯
は
、
だ

液
な
ど
の
力
を
借
り
て
少
し

ず
つ
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す

が
、
こ
の
時
期
に
歯
質
を
強

く
す
る
フ
ッ
素
を
使
っ
て
あ

げ
る
と
効
果
的
で
す
。
最
近

で
は
歯
磨
剤
や
洗
口
液
な
ど

に
含
ま
れ
る
フ
ッ
素
を
利
用

し
て
虫
歯
予
防
を
す
る
方
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
フ
ッ
素
は
万
能

薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く

ら
フ
ッ
素
を
使
っ
て
い
て
も

油
断
は
禁
物
で
す
。
お
互
い

に
歯
磨
き
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

た
り
、
仕
上
げ
磨
き
を
し
て

あ
げ
た
り
す
る
な
ど
、
親
子

で
工
夫
し
な
が
ら
お
口
の
健

康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
で
定
期
的
に
検
診
を
受

け
た
り
、
予
防
処
置
を
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
34
―

０
３
１
１
）

生え替わり時期の
虫歯予防

監
査
の
結
果

九
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
監

査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
内
藤

光
孝
さ
ん
、守
屋
和
徳
さ
ん
、小

林
保
雄
さ
ん
、
金
子
修
一
さ
ん

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
出
資
団
体
の
監
査
（
平
成
十

五
年
度
の
出
資
に
係
る
出
納
そ

の
ほ
か
に
関
す
る
事
務
）

▽

平
塚
市
生
き
が
い
事
業
団
、

平
塚
市
文
化
財
団
、

平
塚

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
…
出
資

金
な
ど
に
係
る
出
納
そ
の
ほ
か

の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
良

好
に
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
書
、
決
算
諸
表
に

記
載
さ
れ
た
数
値
は
、
正
確
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

駅北口中心商店街を飾るイルミネーションが、夜空をファンタスティックに
彩ります。また、期間中の毎週末、様々なイベントを開催します。
u開催期間 11月27日（土）～12月26日（日） u会場 平塚駅北口中心商店街

☆ライトオンステージ 11月27日（土）午後2時30分～5時
u主なイベント ☆青空バザー 11月28日（日）午前11時～午後4時

嘱託員などを募集します

アクロバティック・サーカス　  やってくる 

《中国雑技団平塚公演》 

が 

日時 1月15日（土）
午後1時30分開演

会場 市民センター

定員 1,400人（先着順）
申し込み方法 往復はがきに住所、氏
名、年齢、電話番号を記入して文化財
団（〒254－0045見附町15－1）へ　
※はがき1枚で2人まで申し込めます

□問 文化財団（132－2237）

①幼稚園、小・中学校校務作業嘱託員〈6人〉
u対象 昭和24年4月2日～昭和62年4月1日に生まれた人
u勤務日時 週5日、午前8時～午後3時
u賃金 月額117,100円
②公民館事務嘱託員〈1人〉
u対象 昭和24年4月2日～昭和62年4月1日に生まれた人
u勤務日時 週3日（原則火・木・土曜日）、午前9時～午後4時
u賃金 月額65,300円
③青少年電話相談嘱託員〈1人〉
u対象 昭和30年4月2日～昭和51年4月1日に生まれ、パソコ
ンを操作できる、小・中学校教員または青少年相談業務の
経験がある人

u勤務日時 週4日、午前10時～午後6時30分※週24時間勤務　
u賃金 月額144,200円
④戸籍窓口事務嘱託員〈1人〉
u対象 昭和24年4月2日～昭和35年4月1日に生まれた人
u勤務日時 週4日、午前8時30分～午後5時（土・日曜日、祝日）
午前11時30分～午後8時または午後4時～8時（月～金曜日）
※週28時間勤務　

u賃金 月額135,300円
⑤聖苑業務嘱託員〈1人〉
u対象 昭和22年4月2日～昭和35年4月1日に生まれた人
u勤務日時 週4日、午前8時30分～午後5時※週30時間勤務
u賃金 月額156,000円
⑥平塚市生きがい事業団職員〈1人〉
u対象 昭和50年4月2日～昭和58年4月1日に生まれ、次の○A
～○Dの要件をすべて満たす人
○A大学卒業または同程度の学力がある○B簿記検定2級以上、
または簿記検定3級以上で経理の実務経験が2年以上ある
○C普通自動車運転免許がある○Dパソコンを操作できる

u職務内容 一般事務
u勤務日時 週5日、午前8時30分～午後5時
u給与 就業規則に定める給料のほか、調整手当、住居手当、
通勤手当、期末勤勉手当などを支給

◆一次試験日時 11月27日（土）午前9時30分～正午
◆会場 ①②は教育会館、③～⑥は勤労会館
◆雇用条件 ①～⑤の雇用期間は1年度以内（詳細は募集案内
をご覧ください）

◆応募方法 受験申込書を本人が直接提出してください
◆応募期限 11月22日（月）
★募集案内の配布場所と申し込み先 ①②は教育総務課（豊原
分庁舎1号館2階・135－8113）、③～⑥は職員課（市役所3階・
121－8762）



（休日・夜間急患診療所） 
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Q
谷
　
乃の

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
2
月
4
日
生
ま
れ

（
南
原
一
丁
目
）

Q
渡
辺
愛あ

い

子こ

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
3
月
18
日
生
ま
れ

（
紅
谷
町
）

Q
飯
田
紗さ

羽わ

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
12
月
11
日
生
ま
れ

（
南
原
一
丁
目
）

P
高
梨
慶け

い

太た

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
1
月
27
日
生
ま
れ

（
御
殿
三
丁
目
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

Q
渡
辺
実み

咲さ
き

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
1
月
26
日
生
ま
れ

（
中
原
一
丁
目
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

南
原
の
土
手
か
ら
東
雲
橋
を
渡
る
。
金
目
川
の

上
流
へ
向
か
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
少
し
行

く
と
「
ま
と
い
さ
ん
ぽ
み
ち
」
の
看
板
が
見
え
る
。

こ
の
散
歩
道
が
で
き
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
四
年
前

の
十
一
月
。
江
戸
時
代
、
金
目
川
の
決
壊
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
築
か
れ
た「
控
え
土
手
」

（
第
二
堤
防
）を
生
か
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

赤
い
実
を
つ
け
た
フ
ユ
サ
ン
ゴ
、
紫
色
の
花
を

開
い
た
サ
フ
ラ
ン
、
黄
色
の
葉
を
揺
ら
す
ハ
ク
モ
ク

レ
ン
。
澄
ん
だ
高
い
青
空
の
下
で
、
め
ぐ
る
季
節

に
身
を
ゆ
だ
ね
た
植
物
た
ち
が
鮮
や
か
な
色
に
染

め
ら
れ
て
い
る
。
静
か
な
散
歩
道
で
は
、
何
か
を

求
め
な
く
て
も
、
受
け
入
れ
る
だ
け
で
満
た
さ
れ

て
い
る
も
の
た
ち
が
輝
い
て
い
る
。

風
に
吹
か
れ
、
日
差
し
を
感
じ
、
目
に
映
る
秋

色
を
受
け
入
れ
て
い
く
・・・
。ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な

が
ら
、
こ
う
考
え
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
っ

て
い
て
は
、
本
当
の
豊
か
さ
に
た
ど
り
つ
け
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
秋
色
に
染
ま
る
景
色
の

中
で
、
か
つ
て
の
控
え
土
手
が
、
あ
ふ
れ
る
日
々

の
欲
望
を
せ
き
止
め
て
く
れ
た
。
（
広
報
課

）

平
塚
の
祭
囃
子
は
、
一
般
的
に
太

鼓
の
音
が
甲
高
く
、
け
た
た
ま
し
い

と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。
締
太
鼓
の

皮
を
限
界
寸
前
ま
で
強
く
張
り
、
そ

れ
を
思
い
切
り
た
た
い
て「
鳴
り
」を

競
う
の
が
伝
統
で
す
。
こ
れ
を
喧け

ん

嘩か

太
鼓
と
か
競
争
太
鼓
、
あ
る
い
は
太

鼓
の
競
り
合
い
と
称
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
豊
田
の
豊
八
幡
神
社
、
中

原
の
日
枝
神
社
、
北
金
目
の
北
金
目

神
社
な
ど
の
祭
り
で
盛
ん
で
す
。
互

い
に
負
け
じ
と
、
自
慢
の
腕
っ
節
で

た
た
き
合
う
太
鼓
の
音
は
ま
る
で
音

の
洪
水
の
よ
う
で
す
。

競
り
合
い
で
は
、「
屋
台
」
と
い
う

威
勢
の
よ
い
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
通
称
「
ハ
ヤ
シ
」
あ
る
い
は

「
バ
カ
ッ
パ
ヤ
シ
」
と
い
わ
れ
る
曲

で
、
市
内
の
多
く
の
祭
り
で
最
も
一

般
的
に
演
奏
し
て
い
る
曲
で
す
。
曲

の
構
造
は
同
じ
で
す
が
、
た
た
き
方

な
ど
の
細
部
は
地
域
ご
と
に
微
妙
に

異
な
り
、
こ
う
し
た
地
域
性
も
祭
囃

子
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

さ
て
、
伝
統
的
に
競
り
合
い
が
盛

ん
で
あ
る
一
方
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
笛

と
鉦か

ね

の
音
で
す
。
競
り
合
い
に
な
る

と
静
か
な
曲
は
負
け
て
し
ま
い
ま
す

し
、
笛
を
吹
い
て
も
太
鼓
に
か
き
消

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

今
で
は
「
ハ
ヤ
シ
」
以
外
の
曲
を
演

奏
す
る
機
会
が
減
り
、
笛
と
鉦
が
脱

落
し
、オ
オ
ド（
大
太
鼓
）と
ツ
ケ（
締

太
鼓
）
の
三
人
編
成
が
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
内
で
、
笛
と
鉦
の
音
が
残
る
囃

子
に
四
之
宮
の
前
鳥
囃
子
が
あ
り
ま

す
。
演
奏
す
る
九
曲
す
べ
て
に
笛
と

鉦
が
伴
い
、
喧
嘩
太
鼓
と
は
違
っ
た

趣
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
田
村
と
大

神
に
伝
わ
る
田
村
囃
子
は
系
統
が
ま

っ
た
く
異
な
り
、
豪
快
な
太
鼓
と
優

雅
な
笛
の
調
べ
が
す
ば
ら
し
い
祭
囃

子
で
す
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は28人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
● 6 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 15日（水）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
● 20日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 24日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 8 日（水）・22日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 7日15年5 月1日～10日生
● 14日15年5 月11日～20日生
● 21日15年5 月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 2日13年10月1日～10日生
● 9日13年10月11日～20日生
● 16日13年10月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 8 日（水）午後1時30分～2
時30分

● 16日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、22日（水）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、3日（金）・
17日（金）午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、9日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、21日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
● 1日（水）午後1時30分～3
時30分

【歯っぴい教室】
12か月～1歳3か月児対象。

● 2日（木）午前10時～11時
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 3日（金）親子遊びなど
● 10日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 17日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

● 12月のカレンダー

赤
、青
、秋
色
、さ
ん
ぽ
み
ち

ト
ラ
ッ
ク
の
山
車
が
整
列
し
、
太

鼓
の
音
が
大
音
量
で
響
き
合
う

（
豊
八
幡
神
社
の
祭
礼
）

●第8回●

祭囃
ばや

子
し

大太鼓、締太鼓、笛による祭囃子
（八幡八坂神社の祭礼）

▼

▼

P田中政行
まさゆき

（左）ちゃん・俊行
としゆき

（右）ちゃん
平成16年4月5日生まれ（札場町）

り
ん
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